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Peripheral Driver Generator V.2.09
ご使用上のお願い

Peripheral Driver Generator V.2.09の使用上の注意事項を連絡します。

RX62Nを使用する際の注意事項

1. 該当製品
   Peripheral Driver Generator V.2.09

2. 内容
   該当製品を使用してRX62Nのプロジェクトを作成した場合、SYSTEMタブおよび
   TMRタブの設定画面において誤った文字列を表示する項目があります。

2.1 表示の正誤情報
    以下に表示の正誤情報を示します。

    (1) SYSTEMタブのクロック発生回路の設定画面

        該当項目1: サブクロック(SUBCLK)のクロックソース
            誤: interrupt_handlers.cとvector_table.cのビルド対象外化に失敗
                しました。
            正: サブクロック発振器

        該当項目2: サブクロック(SUBCLK)の周波数
            誤: ライブラリファイルの設定に失敗しました。
            正: 0.032768

        該当項目3: オンチップオシレータクロック(OCOCLK) のクロックソース
            誤: インクルードパスの設定に失敗しました。
            正: オンチップオシレータ



        該当項目4: オンチップオシレータクロック(OCOCLK) の周波数
            誤: コンパイルオプション(-dbl_size=8)の設定に失敗しました。
            正: 0.125

    (2) TMRタブ

        該当項目1: ユニット0の設定画面の「ユニット」
            誤: e2 studioを使用する場合は、e2 studioプロジェクトの
                srcフォルダ以下を指定してください。
                CubeSuite+またはHigh-performance Embedded Workshop(HEW)を
                使用する場合は、任意のフォルダを指定してください。
            正: 0

        該当項目2: ユニット1の設定画面の「ユニット」
            誤: e2 studioとの接続に失敗しました。
            正: 1

        該当項目3: ユニット0、TMR0およびTMR1の設定画面のタブ
            誤: e2 studioのプロジェクト更新処理に失敗しました。
            正: TMR0チャネル

3. 回避策
   2.1 表示の正誤情報 に示した文字列に読み替えてください。
   
4. 恒久対策
   今後のバージョンで改修する予定です。   
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